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アメリカメソジスト女性のフェミニズムと神学思想
－20世紀前半における日本人女性への影響

大森 秀子

要旨

本研究はフェミニスト神学のパースペクティブから、20世紀転換期に女性の
社会改革運動を推進したアメリカメソジスト女性の神学思想と、その改革者に影
響づけられた日本人キリスト者女性の啓発活動・平和運動を考察する。第一に、
フランシス・Ｅ・ウィラードとアナ・ハワード・ショーの教会観、聖職観、人間
性理解、社会観から、それぞれのフェミニストの立場を明らかにする。第二に、
ガントレット恒が1920年代の『婦人新報』でウィラードとショーについてどの
ように言及したのか、また、1930年代の汎太平洋婦人会議で女性の直面する諸
問題をいかに研究討議したのかを分析し、フェミニスト思想からガントレットの
立ち位置を検討する。

キーワード：‌�アメリカメソジスト監督教会、フランシス・Ｅ・ウィラード、アナ・ハワード・ショー、 
ガントレット恒、汎太平洋婦人協会

１．はじめに

戦後、1960年代後半以降に登場するラディカル・フェミニズムは家父長制といった構造
的な政治支配の文脈でジェンダー抑圧を検討し、1990年代に女性を取り巻く抑圧構造の多
様性に取り組む流れを作った。クリフォードによれば、ラディカル・フェミニズムはそれ
以前のリベラル・フェミニズムやカルチュラル・フェミニズムを批判する一方で、ソー
シャリスト・フェミニズムから非難された。これら４つのフェミニズムのいずれもが、戦
後のキリスト教フェミニスト神学に交差しながら作用した１。本プロジェクトでは現代
フェミニスト神学者のエリザベス・シュスラー・フィオレンツァのパースペクティブ２を
共有したが、本研究はフェミニスト神学の醸成へとつながるささやかな一試論として、ア
メリカ女性の権利運動がどのような神学思想によって支えられ、日本のキリスト者女性に
どのような影響をもたらしたのかを考察する。具体的に19世紀末から20世紀初頭のアメリ
カメソジスト監督教会女性の社会改革運動の神学的立場を問い直し、その影響を1920年代
30年代における日本キリスト教婦人矯風会（以下、矯風会）で活躍した女性の活動に探る。
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周知の通り、19世紀後半のアメリカで公的領域において経済的政治的権利を有する白人
男性と等しい存在となることを目指すリベラル・フェミニズムが生起した。これに対し、
19世紀末の女性キリスト教禁酒同盟（Woman’s Christian Temperance Union）の全国ア
メリカ婦人参政権協会（National American Woman Suffrage Association）への協力は、
婦人参政権を完全な男女平等を実現するための手段として考えるものではなく、社会改革
のための手段と捉えるものであったことが、有賀夏紀や栗原涼子などの研究によって示さ
れている３。また、禁酒運動を推進したフランシス・ウィラードの思想と実践が飯田陽子
の研究によって広い宗教的文脈で論じられ、プロテスタント・キリスト教の社会的意義が
指摘されている４が、婦人参政権運動への一連のプロセスで指導的役割を担った女性の教
派教会の観点からの分析はほとんどみられない。他方、アメリカ婦人参政権が成立した同
じ年に国際婦人参政権協会（International Women’s Suffrage Alliance）の大会に参加し
た日本人キリスト者のガントレット恒は、翌年、矯風会内に久布白落実と共に日本婦人参
政権協会を設置し、新婦人協会との協力により婦選獲得同盟設立へとこぎつけた。欧米の
婦人参政権獲得の状況を伝え、平和運動を推進したガントレットの活動に関する研究は数
少ないながらも、イギリスの婦人参政権運動との関係においてガントレットの婦人参政権
運動を考察した佐藤繭香の論文や、ガントレットの婦人参政権運動と生活改善の問題、さ
らには国策とのかかわりにおいて検討した松倉真理子の論文が認められる５。安武留美の
研究は国内外の研究動向をふまえ、汎太平洋婦人協会とその会議に参加した女性の越境
ネットワークを中心に論じているが、ガントレットが会長を務めた第４回の討議内容は分
析されていない。

そこで本稿ではまず、アメリカの婦人参政権運動に関与したフランシス・ウィラード
（Frances E.Willard,1839-1898）とアナ・ハワード・ショー（Anna Howard Shaw,1847-
1919）がメソジスト教会内部の伝統と権威に対して疑問を投げかけ、女性按手６の議論に
までふみこんだ事実に注目し、両者の神学思想を通してメソジスト教会女性の教会観・聖
職観・社会観を明らかにする。次に、1920年代に『婦人新報』においてアメリカの禁酒運
動・婦人参政権運動を担った女性改革者の伝記記事を通して啓発活動が行われたことか
ら、ウィラードやショーを取り上げたガントレット恒（1873-1953）の女性理解とキリス
ト教観を考察する。そして、ガントレットが参加した汎太平洋婦人会議の研究討議内容の
分析を通して、現代のフェミニスト思想の観点からガントレットの立ち位置を検討する。

２．アメリカメソジスト監督教会女性の社会改革を支える神学思想

2.1　フランシス・ウィラードの福音主義信仰に基づく教会観・聖職観
ウィラードの思想について、ハーデスティが「家庭性、分離した領域、ホーム、マザー

フッドというレトリックを用いると同時に、フィンニーとパーマーの福音主義の伝統に深
く根ざした平等主義のヴィジョンを明確に示した。」７と述べているように、ウィラード
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の平等の意識はチャールズ・フィンニー（Charles G.Finney,1792-1875）とフィービ・パー
マー（Phoebe W.Palmer,1807-1874）とのつながりから形成された。ウィラードはニュー
イングランドのピューリタンの遺産を継承する家系であったが、ウィラードの生まれた
ニューヨークにおいて、フィンニーの信仰復興運動が席巻していた。1841年にフィンニー
を学長とするオハイオ州のオバリン・カレッジに父ジョサイアは在籍し、母メアリもコー
ス受講し、家族はフィンニーの第一会衆派教会に加わった。フィンニーはオーソドックス
なカルヴィニズムの贖罪の代理の教えを拒絶し、「罪は自由意志をもった心が我々の生活
の隅々を堕落させる状態である」と捉え、人が神によって聖化へと呼び戻されることを説
いた８。その後、ウィスコンシンに引越したウィラードの家族は、荒野で説教するメソジ
ストのサーキットライダーから影響を受け、それ以来、メソジスト教会との関係を深めて
いく。1858年にウィラードはイリノイ州のエヴァンストンにあるメソジストのノースウェ
スタン女子大学に入学し、1861年に第一メソジスト教会のメンバーとなる。1866年に当教
会で訪問説教したホーリネス福音主義者のパーマーとの出会いにより、聖化による潔めを
経験した。ニューヨークのメソジスト監督教会員としてホーリネス運動を推し進めたパー
マーは、基本的に女性が神の目に平等で、女性と男性とを分離する空間に女性は住むべき
ではないと説き、ウィラードのロールモデルとなった９。その後、1871年にエヴァンスト
ン女子大学の学長に就任したウィラードは、ノースウェスタン大学との統合により女子学
部長も担った。学部長辞職後、女性キリスト教禁酒同盟（1874年結成）に参与し、第２代
会長を1879年から1898年まで務めている。

オールストロームによれば、「女性キリスト教禁酒同盟はウィラードその人と同様に、
福音主義プロテスタンティズムの理想と精神にかかわり続け、女性の『場』が確かなもの
とされる二つの機関、すなわち家庭と教会に運動全体の基礎を置く賢明な方針に関与し続
けた。」10禁酒運動における家庭保護と参政権の関係はウィラードにとって「キリスト者
の義務（a matter of Christian duty）」11として捉えられた。女性キリスト教禁酒同盟の演
説でウィラードは、両性平等の根拠とされるガラテヤの信徒への手紙３章28節の「男も女
もありません。あなたがたは皆、キリスト・イエスにおいて一つだからです。」（新共同訳）
ということばを慣習と伝統に反対する宣言とみなし、「どの家庭も実際にキリスト教的で
あるのにつれて、妻も夫も尊厳と能力（power）において同等の人であるということを今
や認めるようになる」と力説した。そして、法に対して声を有する全キリスト者男性と全
く声を持たない二人のキリスト者女性を引き合いに出し、法制上戦うには家庭保護の武器
としての投票権を必要とすると語った12。

19世紀後半のメソジスト教会に目を転じると、1880年にアナ・オリバーが女性按手のな
いことを疑問視し、教会が伝道者として説教する資格を女性に許す一方で、女性の牧会す
る聖職を否定するのは矛盾し、伝道者の働きが女性に適していないと主張した13。それは
伝道者がホームを持たず、あちらこちらへと放り出されることを問題としている。ウィ
ラードもまた、教会における女性の地位に問いを発した。メソジスト監督教会の総会に地
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区年会から初めて女性派遣され参加した1888年に、議席を拒否された経験は彼女の心に重
くのしかかり、翌年、『説教壇の女性』において自らの見解を明らかにした。以下、『説教
壇の女性』を中心にウィラードの思想を考察する。

ウィラードは「神の母心は、母心をもつ女性によって話すという手段に移し変えられる
まで、世に知られることがないでしょう。」14と述べ、神の親心を母心とし、女性の説教
を男性の説教と対比して考えた。つまり、男性が教義を説き、信条を扱うのに対し、女性
は生活を告げ、事実にかかわる。そして、「宗教は心の事柄である。世界はキリストの福
音の慰めに飢えており、ただ幸福になるだけの毎日の聖化の至福を切望している。」15と
論じ、牧師職を「母の仕事」として捉えた。

母心は決して変わらないでしょう。女性は文学、芸術、ビジネスの領域や意図する
ものに参入し、教師、医師、博愛家になっている。けれども、何よりも女性は女性で
あり、自らを否定することはできない。こうした素晴らしいあらゆる職業はまだ「天
とホームに根ざしている。」そして、誰しもおおよそ他の職業以上に、牧師がホーム
に住まう職業であると理解している。人々の炉辺は牧師の週日の聖なる場であり、牧
師自身のドアの近くに説教壇がある。そして、人々の尊敬と共感によってそのことを
広く知らしめ、保護することで、説教壇は女性の特徴や働きに最も調和的な場にされ
るのである16。

続けて、ウィラードは「女性自らが話す時、家庭の力ほど、世の力を表すものは他にな
い。ホームは男も女も、若者も未婚女性も、少年少女も含んでいる。それゆえ、女性があ
らゆる人を心に覚えるだけでなく、何人をも受け入れる母の優しい話し方に引き込まれた
と、万人に感じさせるのは、自然なことなのである。」17と述べ、すべての人を包摂して
福音を語る女性の説教壇がホームに基礎づけられることを示した。

ギフォードによれば、ウィラードは「召命」という用語でウーマンフッドを再定義した。
どの女性も神から開発されるべき独特な賜物を受け取り、イエスは人間に自らの賜物を発
見し用いるよう励ましたという。そして、女性が神の召命を心に留めるために、知力

（mind）を発達させ、女性の能力が善に対して用いられねばならないとして、知性を女性
の側に引き寄せた18。

2.2　アナ・ハワード・ショーのキリスト教的ヒューマニズムと社会観
英国で誕生したショーは1851年にマサチューセッツに渡り、８年後に移動したミシガン

でフロンティアの学校に通った。若き少女は説教へのあこがれを持ち、フロンティアの木
に向かって話すのが好きな子どもだった。家族はユニテリアンの宗教的背景をもっていた
が、ショーは1871年にメソジスト監督教会で説教者資格を得た。男女共学のアルビオン・
カレッジでの学びを短縮して1876年にはボストン大学神学部へ進学し、３年間研究した19。
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ショーがボストン大学に入学したのと同じ年に、ボストン人格主義学派を形成するボーデ
ン・パーカー・バウン（Borden Parker Bowne,1847-1910）が学長ウィリアム・ウォーレ
ンによって招聘された。ドリエンによれば、バウンは贖罪神学が聖書的理解を混乱に陥れ
ていると抗議し、神と人間との人格的関係に基づくスピリチュアルな変容による再生と聖
化を強調した。また、彼は婦人参政権の強力な擁護者でもあった20。ショーによるバウン
の講座受講は確認できていないが、バウンの人格主義のキリスト教思想はショーの神学的
背景に加えることができる。ショーの書簡やスピーチには罪への言及が乏しく、神の愛・
神の介入によって人間性それ自体を変容する可能性や必要性が説かれている21。

さて、ショーはかねてより女性按手を希望していたが、メソジスト監督教会に拒否され
たため、メソジスト・プロテスタント教会に転会し、1880年に按手礼を受けた。その時の
様子をショーは次のように記録している。

私はミス・オリバーとおよそ同時期に按手の請願をした。…私が［ボストン大学］
神学校に入学した時、ニューイングランドカンファレスの監督［ギルバート・ヘイヴ
ン］が女性に好意的で、私に按手することを約束した。しかし、不運なことに、彼は
私が卒業する前に亡くなってしまい、新監督［エドワード・Ｇ・アンドリュー］が女
性牧師に苦々しくも反対した。そこで、我々は按手されるべきでないと知り、それを
真に試みることは大きな間違いとなった。…私のクラスの青年マーク・Ｔは牧師にな
ろうとしている女性にとても関心をもち、メソジスト・プロテスタント教会へ行くよ
う助言してくれた。そして、彼はそこで私に牧師になれると思うと言った。そこで、
按手のためにボストン・カンファレンスに志願した。もちろん教会はメソジスト監督
教会よりも弱小の組織体であったし、私は試験とか何かに合格する必要はなかった。
というのは、私がなしてきたことは、彼らが要求することよりはるかに優っていたか
ら。そこで私がなさねばならないあらゆることは志願書を提出することであり、面接
を受けた22。

メソジスト監督教会に伝道者でとどまったオリバーに対し、ショーは６～７年間牧師と
して献身する機会を得た。その間並行して、1883年にボストン大学に戻り、３年後に医学
の学位も取得している。伝道や医学の道からリベラルな婦人参政権運動家へと転向してい
くボストン時代には、エマソン、ギャリソン、オルコットといった改革者の家族との接触
があった。ムーディのリバイバル運動の集会でウィラードと知り合い、社会改革に関わる
ようになる。なかでも、エリザベス・スタントンと共に全国婦人参政権協会（1869年）を
成立させたスーザン・アンソニーを助け、急進的な参政権運動を展開した。当協会は1890
年にアメリカ婦人参政権協会と合併して全国アメリカ婦人参政権協会へと発展し、ショー
はアンソニー会長（1892-1900）の下で副会長を務め、1904年には会長職を引き継いだ23。
1919年にショーが逝去した翌年、憲法修正第19条改正により婦人参政権が成立している。
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ショーは「全人類が平等に創られ、女性は人間である。すべての人間の権利は平等であ
る。すべての人間の権利は譲渡できない。すべての人間の権利は性別・肌の色・人種・信
条に関係なく不朽である。」と断言する24。そして、「過去、マスキュリニズムが肥大し、
フェミニズムは世界が社会化されたあらゆる時代を通じて、退化へと抑圧されてきた。男
性性と女性性の両方をバランスよく回復するのは、ヒューマニズムへと向かう全人類の熱
望によるのみである。そのバランスが真のヒューマニズム、すなわち、今日の世界の大い
なる必要とゴールを構成するのである。」25と述べ、ヒューマニズムに立脚して人間とし
て備えるべき美徳について語った。たとえば、honorという名誉、自尊心といった男性に
ふさわしいとされた美徳は性別には関係ないとし、美徳理解について、次のように主張し
ている。

フェミニズムによって私は愛・犠牲・優しさのような一般的に女性にあると考えら
れてきた人間性（human nature）における特性の発達を理解する。しかし、その人
間性は男性の最も高尚なタイプにも多数見出す。だが、現代フェミニズムがそれらに
追加して要求する特性は、正直、名誉、忠誠である。…真のフェミニズムを議論する
ために、そもそも偽りの偏見・伝統・慣習とのあらゆる結びつきが取り除かれねばな
らない26。

キリスト教信仰において愛や犠牲を女性の家庭性と一体化して受け容れてきたことを批
判し、女性固有の美徳という考え方を退けた。イエス理解についてみると、ショーはイエ
スを「神聖な教師」として男女両性を具有していると理解し、イエスを理想的な男性、理
想的な女性とみなした。

私はケープコッドで若き説教者だった時、一連の説教をした。とりわけ、「イエス・
キリスト、理想の男性」と題する説教をした。翌週の日曜日に「イエス・キリスト、理
想の女性」と題する説教をした。そして、私はあらゆる望ましい女らしい特徴がイエ
スに、また、あらゆる望ましい男らしい特性がイエスにあるのを認めることができると
述べた。人間はイエスにおいて男女の理想的な特質を完全に混合されたのである27。

ところで、第一次世界大戦の前後を通して、コミュニティ・サービスにおけるソーシャ
ル・ワークは科学化され、専門的な知識と実習ワークを組み合わせたプログラムが大学に
整備されつつあった。ショーの母校のボストン大学でも宗教心理学と宗教教育のコースが
提供され、平信徒や英語を母語としない移民のための指導者養成を含む宗教教育及び社会
事業のスクール設置へと動き出している28。一方、慈善行為・慈善事業に時間を費やして
きた中産階級の教会女性たちの中には、もし婦人参政権を獲得してしまうと、自分たちの
慈善事業の機会がなくなることを憂う声があった。それに対して、ショーは人々の生活の
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自立（支援）を説き、女性の慈善行為を必要としない公正な社会を目指した。ショーは次
のように述べている。

共和国の最も高尚な理想は、パンの施しを受ける貧民の列とか、スープ・キッチンで
はなく、人民が自分自身のパンを購入し、自分自身のスープをつくることのできるよ
うな機会である。その機会は万人、すなわち男女等しく、あらゆる国籍の人々のため
にあらねばならない29。

個人と社会を関係づける民主主義について、ショーはキリスト教信仰によって支えられ
る崇高な精神の具現化とみなした。1911年の婦人参政権会議でのスピーチをみると、ハー
バード大学の社会学の教授が政治の一形態としての民主主義が失敗していると主張し、そ
れが多くのアメリカ人の心に響いたことを取り上げ、「民主主義は政治の一形態ではない。
民主主義はスピリチュアルな思想であり、その思想は世の中に諸政治が現れる以前に存在
していたものである。…民主主義は最も崇高なものの生きたスピリットである。それは、
民主主義を推し進める力であり、いつか我々が民主主義と呼ぶものを政治の中へと具体化
することのできる時まで永遠に推進する力である。」と訴えた30。ショーは機会をとらえ
ては、民主主義がスピリチュアルな力であると繰り返し、すべての人の政治参加を訴えた。

こうしたショーの人間性、美徳、社会に対する時代に先んじた見方は、後の教会女性の
間で評価された。特に、「女性への宗教的な教えで女性によって受け容れられた最大の欠
陥は、自己犠牲（self-abnegation）、控えめな態度、過度な謙遜が理想的な女性の美徳で
あったというドグマである。」というショーの意見は1970年代の女性に説得力をもった。
ミッチェルはショーを第二派フェミニズムとしてのラディカル・フェミニズムへの流れを
形成したフェミニストとして位置づけている31。

３．1920年代30年代の日本人女性のフェミニズムの立ち位置と平和運動

3.1　『婦人新報』にみるアメリカ女性改革者の理解
有賀によれば、「現代のアメリカ女性史の著作では最も頻繁に取り上げられる男性支配

に真向から挑戦した女権運動家たちは、大正から昭和にかけて婦人参政権の論議が行われ
るなかでようやく登場」した32。日本の婦人参政権運動を牽引したキリスト者女性は『婦
人新報』において、1920年代にアメリカの女性をどのようにモデルとして取り上げたのだ
ろうか。まず、久布白は「キリスト教婦人矯風会の過去と将来」と題して矯風会の目的を
説明する際、ウィラードに言及した。

ウイラード女史は矯風会を説明して、唯一言、此れは「組織せらし母の愛」と云は
れました、…母心は全世界の婦人が共通に有する、最も偉大なる女子の持物であると
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申さねばなりますまい、母心の内には如何なる苦労も意とせざる驚く可き忍耐力、如
何なる敵をも恐れざる大胆さ、如何なる弱き跪きものを支ふるも持久力、如何なる時
にも失望を知らざる希望と、信念があります…この恐る可き潜勢力を発見して、之を
組織し、然して之れを偉大なる社会的母心として、今日の社会を抱かせたのが、即ち
ウイラード女史です、矯風会の本来の目的は此の潜勢力を婦人自らが発見して、此れ
を社会奉仕の為めに捧ぐるに有ります33。

ここにはウィラードの「組織せらし母の愛」という言葉がそのまま引用され、矯風会が
母心をもつ女性の団体として共通認識されていたことがわかる。さらに、『婦人新報』を
みると、ウィラードは大橋房子によって1919年及び1920年（265・266号、268号、271・
272号、274号、279号）に、ショーはガントレットによって1922年及び1923年（298～307号）
にシリーズで取り上げられ、この他にもウィラードとショーの二人がガントレットによっ
て言及されている記事もある。

1921年２月にガントレットは22年前を振り返り、２月17日に女性キリスト教禁酒同盟の
創立者であるウィラードが召天したことを覚え、「フランセス、ウ井ラード嬢を想ふ」と
題して、その生涯を振り返った。そこではウィラードが「神と国家と家庭の為め」に尽力
し、「活ける神の力と愛に対する絶対の信仰」を貫いたことが記され、宗教的な側面が強
調されている。また、女性の当然持つべき権利のために人間的な発達を遂げるべきことに
ついて記され、女性にとっての人間性の開発、教養の重要性についても伝えられている34。

他方、ガントレットは1922年８月から1923年５月までの「アーナ・ハワード・ショウ」
の10回連載を始めるに際し、「真に自由と平等と正義とを愛する先駆者達」の一人として
ショーを紹介し、ショーの人物像の根幹に説教を置いた。ショーが少女時代から森の中で
木々を相手に説教の稽古をし、福音の語り手となったこと、メソジスト監督教会年会で父
親が委員として見守る中、説教者としての資格を受けたこと、霊の救いだけでなく「病を
癒す力を持たなければならない」と医科大学に進んだこと、メソジスト・プロテスタント
教会入会や按手礼の口頭試問の様子などが克明に記されている35。ショーは19世紀末にア
メリカの思想潮流となっていたトランセンデンタリズムやアメリカ諸教会に波及した自由
宗教（liberal religion）の影響を受けたと推察されるが36、婦人参政権の支持者であるエマ
ソンやオルコットの家族からの支援について触れるガントレットの記事37に宗教思想の内
容に関する説明はない。人物伝の最後では、ショーの生涯を貫いた志を次のように説明し
ている。

波乱多き人生に、終始一貫してショウ女史の心を動かしてゐたものは人類の幸福と平
等と自由とを持ち来すために働いてゐるという尊い悦びでありました。さうして、彼
女の働きを励まして力づけてくれたものは多くの諒解ある同志の友情と援助とであり
ました。…女史が、如何に自分を捨て、奉仕と犠牲との生涯を送つた人であるか、又
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どんなに謙虚な心で感謝しつつ世界を愛し、人々を愛し、仕事を愛した人であるかが
想像されませう38。

ショー理解においてキリスト者としての生涯が自分を捨てる奉仕と犠牲によって説明さ
れた点は、ウィラード理解においても同様にみられる39。ショーの犠牲や謙虚といった美
徳は、ガントレット自身の信仰理解から引き出されているといってよい。ガントレットは
ウィラードやショーを模範としながら、女性の政治参加と信仰についてどのように考えた
のだろうか。「基督者婦人に訴ふ」という記事で、ガントレットは次のように述べている。

私達は婦人として生れた事を感謝し、良き母となり、賢き妻となり、家庭に、社会に、
国家に、世界に、最も善き、強い奉仕をなし得る為に此武器を望むのであります、権
利を有たない婦人は結局人間として不具者であります、…私は敢て基督者婦人に申し
ます、…聖国建設に対する責任を感ずることが深ければ深いほど、此運動に参加し、
兎に角婦人が政治に参与する権利を獲ることに精進しなければならない義務を感ぜず
には居られなくなります40。

ガントレットの母・妻という女性像は家庭から社会・国家・世界へと献身の場を拡大す
るキリスト者として描かれており、婦人参政権は神の国の建設のために必要な武器となっ
ている。なお、ガントレットの伝記記事は公民教育の側面を有し、1929年～31年には公民
講座も執筆を担当している。

3.2　汎太平洋婦人会議における研究討議内容
1920年代の女性の平和運動を支えた要因について、杉森は三つ挙げている。第一に参政

権成立の影響、第二に第一次世界大戦における戦争体験の影響、第三に女性固有の伝統的
な平和主義の原理としての母性原理である。これらの要因が相互作用し、フェミニズムと
パシフィズムの融合によって、女性の平和運動が展開された41。ガントレットは1920年に
ジュネーブで開催された国際婦人参政権協会大会への参加経験が契機となり42、婦人参政
権が国際平和を実現する手段となることを確信した。本節では、フェミニズムとパシフィ
ズムの融合した太平洋地域の最初の会議である汎太平洋婦人会議について触れたい。

ガントレットの説明43によれば、汎太平洋婦人会議は1924年にハワイでの汎太平洋協議
会主催食糧問題研究会においてニュージーランドのマーク・コーヘンが「母性を中心とす
る会議を催してはどうか」と提案したことによる。1928年８月９日から19日の日程で第１
回会議がホノルルで開催された。参加はオーストラリア、カナダ、中国、フィジー、日本、
ニュージーランド、フィリピン、サモア、米本国、ハワイ、インドなどの12か国で、国際
議長はジェーン・アダムズが務めた44。日本から22名の代表を送り、ガントレットは日本
代表団の副委員長として参加した。ガントレットは日本の婦人平和協会（1921年結成）で
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理事45を務めていたことから、日本の代表団の一人に選出されたようである46。カンファ
レンスは全体会議47と円卓会議から構成され、円卓会議では保健衛生、教育、労働及職業
婦人、社会事業、政治と婦人の５部門に分かれて協議された。

YWCAから正代表として出席した藤田たき（子）の報告によれば、社会事業部で婦女
子売買の問題が議論され、ガントレットは日本の公娼と私娼の数を示し、部会として国際
的に協力して問題を解決していくことを申し合わせたという。また、フィルムの問題も取
り上げられ、映画に現れる子役の立場について、撮影に際しての不自然な感情の発表、強
度の光線による健康被害、不規則な学校教育が指摘されると共に、映画を見物する児童の
心持への配慮を映画輸出国である米国の映画製作事業者に手紙で送ったことが報告されて
いる48。

第２回会議（1930年）にガントレットは出席しなかったが、本会を永続的なものにする
ことが決議され、汎太平洋婦人協会（The Pan-Pacific Women’s Association）が組織され
た。会長にオーストラリアのメルボルン大学教授のジョージナ・スイートが選出された。
汎太平洋婦人協会が規定した本会議の目的は「（１）汎太平洋諸国の婦人の間に理解ある
親善を計り、平和の招来に資すること、（２）汎太平洋諸国の婦人が各自国に現存する社
会情勢を研究、改善する目的の下に協力し得る機会を作り、之が為め努力すること」であ
る49。会議の性質は研究機関で、決議又は実行機関ではない50とはいうものの、女性のさ
まざまな問題の解決に向けて、共同してその方法を模索し、報告・討論・交流を通して世
界平和の基礎を築くことを目指した。

第３回会議は1934年８月６日から22日にホノルルで開催され、国としての独立に関係な
く、カナダ、米本国、ハワイ、ニュージーランド、オーストラリア、フィリピン、フィジー、
マラヤ、中国、日本、朝鮮といった加盟国からの参加があった。日本からガントレットは
団長として参加し、青山女学院女子専門部教授教頭の小泉郁子やYWCAの加藤タカなど
が参加した。ガントレットによる『婦人新報』の報告をみると、「凡てを通して帰着する
ところは教育でありました。」と前置きし、会議の結論を家庭改造に置いた。教育、家庭
経済、国際問題、社会問題、保健、産業の６部門の広範囲の討議内容がそれぞれ簡潔に伝
えられている。ガントレットの担当した国際問題部では、婦人の政治的進出と国際関係に
大別して討議され、後者において「新聞雑誌等に於ても、誤れる報道によって国際関係を
悪化させぬやうに努め、国際協調精神を鼓吹すること」が申し合わされた51。

他方、小泉は青山女学院校友会『会報』において「女性と母性への課題－汎太平洋婦人
会議のメッセージ」と題して報告し、当会議が「母性による母性を語る会議」であったと
述べている。報告の最後では、「女性として女性の愛を以て、母性として母性愛を以て、
世界に真の人間愛を充満せしめ、人間社会を一つの大家庭にまで作り上げるその任務」を
自覚する会議であったことが強調されている52。ガントレットの報告と比べると、小泉の
報告は母性的女性的特性をもつフェミニズムをより色濃く映し出している。男女共学を主
張した小泉の考えに矛盾はなかったのかと疑問が残る。
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第３回会議では次期会長選挙が行われ、日本人を会長とすることに中国代表からの反対
もあったが、ガントレットに正式に決定した。報告記事において、ガントレットはその重
責について、「日本婦人全体、否東洋の婦人が共々に分つべき名誉であり、責任であるの
で、此機会を通じて、少しでも東洋平和の曙光を、猜疑と恐怖の暗雲の間から見出し得る
に至つたなら、無上の幸福であると信じてお受けして来た次第であります。」53と述べて
いることから、白人主導の会議を緩和し、人種・民族・国家間の偏見を取り除く相互理解
と友好的なつながりを形成する試みがなされたことがわかる。ガントレットにとって第４
回会議までの準備期間の３年間は、会議プログラムのための計画・研究だけでなく、中国
女性の感情をやわらげ、出席を可能ならしめるために大変な努力を要した54。

第４回会議は、盧溝橋事件勃発直後の1937年７月12日から24日にバンクーバーで開催さ
れた。不安定で緊迫した世界情勢の中、幹事会において日中の戦争に関して触れないこと
を申し合わせ55、７月13日の夜、開会総会においてガントレットが会長演説した。ガント
レットは「世界の『ウーマンフッド』という強大な力が世界平和の極めて重要な問題を解
決する上で世界の重荷を引き受け、世界平和の到来を妨げるあらゆる形態・種類の障害を
取り除くために、かつてないほど増しているという事実を、我々は知るべきである。」56

と述べ、平和な手段によって解決しうる世界を築くための土台を固め、その土台となる部
分を改善する必要性を力説した。演説の最後で、国家間の疑い、恐怖、嫌悪のあらゆる要
素を取り除くことが重要で、お互いを理解し相互に正当に取り扱うようになるのに、啓発
された偏見のない世論の有効性を指摘し、「教育」の力を以下のように強調した。

最初に、我々は開かれた心で自らを教育し、それから子女を教育し、彼らが持てる善
きものすべてに興味と正しい理解をもって他国を考え、他国の事柄にもっと関心を
もって友情を結べるようにならなければならない。結局、我々が必要とすることは、
あらゆる行動を通して、平和のために考え、祈り、生きるように公衆を教育すること
である57。

14加盟国のうち、オーストラリア、カナダ、中国、ハワイ、日本、ニュージーランド、
フィリピン、米国本土の８か国から正代表125名が参加した。日本からはガントレットの
他に、日本国際協会の駒井静江、青山女学院の校友で自由学園の学部長及び『婦人之友』
編集者の松岡久子、松岡の娘でスワスモア大学学生の松岡洋子、青山女学院校友でバン
クーバー在住の下高原夫人、日本婦人平和協会の尾崎品枝らが参加している58。本会議で
は「青少年の平和運動」「人口問題」「女性と子どもの売買」「労働標準と生活水準」「世論
発達の技法」「武器売買」「社会衛生」「教育プログラムの適応」の８つのトピックが取り
上げられた59。世界平和の土台を築く流れをつくるための教育分野における報告討議は、
どのようなものだったのだろうか。
「変化する社会経済的関係に対する教育プログラムの適応」の委員会では、ホノルルの



アメリカメソジスト女性のフェミニズムと神学思想 －20世紀前半における日本人女性への影響 ■

183

グループによって研究のアウトラインが準備され、大きく４つの質問が用意された。その
うち、２つ目の質問で「十分な教育プログラムの基本的な必要条件は何か」という問いが
投げかけられ、新しい教育哲学の要求、モラルや宗教の位置などに関する知的な再構成へ
の探究、自由のための教育プロセス（生活への適応、経験と人格の統合及び生活への哲学
と方向づけ、個人の能力の発展、自由と民主主義の本物の学びの実現）が提示されている。
また、組織的なプロパガンダがリテラシーを通して生徒に影響を与え、民主主義を脅かす
という危惧が示され、プロパガンダの存在・程度・方法・目的の意識化と防御のあり方が
検討された。参考文献にはアメリカの進歩主義教育関係の文献を中心に、ウィリアム・キ
ルパトリックの『変貌する文明のための教育』（1924年）やジョン・デューイの『共通の
信仰』（1934年）、『自由主義と社会行動』（1935年）などが挙げられ、人間生活に倫理的基
礎を置く民主主義、自然主義的ヒューマニズムに基づく宗教、自由主義の危機に対する知
的行動の哲学が参照されている60。

本委員会の円卓会議の議論をみると、たとえばニュージーランドではマオリ族の教育物
語の尊重が共感と理解をもって文化衝突の問題を解決していることなどが紹介され、マオ
リ族の言語が大学入試の選択科目として設置され、ニュージーランドにおける原住民の芸
術と工芸の価値が学校だけでなく、村建設計画やコミュニティの一般生活に包摂されてい
ることが確認されている。女子教育については、政府の動向を制御する上での助力として
家族生活、とりわけ、子どもの賢明な教育に安全性を担保するために、経済学、社会学、
生物学を含むべきではないかと話し合われた。数本の教育映画も上映され、日本からは松
岡のかかわる自由学園の２本のフィルムが披露されている61。会議は成功し、終了後の役
員改選においてガントレットは第５回（1940年）の第一副会長に任じられた62。

４．おわりに

19世紀末から20世紀初頭にかけて展開されたアメリカ女性のシティズンシップを支える
神学的立場について、ウィラードは、メソジスト教会の権威と神学的伝統に対し、パトリ
アキーという男性の政治支配への批判を含んでいたが、母の福音主義に立脚し、母心によ
るホームを下敷きにした牧会や社会的実践を展開した点において、カルチュラル・フェミ
ニズムを超えるものではなかった。福音を語る女性按手を要求する権利運動の中で、神の
召命を人間の天賦の能力（神の賜物）の開花として理解し、全き人間として女性の知性の
発達を促した意義は大きい。

他方、ショーのウーマンフッドの概念はヴィクトリア時代以来の女性の美徳を否定し、
戦後のラディカル・フェミニズムの源流として位置づけられる。メソジスト監督教会から
メソジスト・プロテスタント教会に転会し、女性按手を受けたショーは、キリスト教的
ヒューマニズムに立脚し、贖罪への言及は希薄で、イエスを二者択一のジェンダー化され
ない「神聖な教師」とし、男女平等の前提となる人間性を肯定した。無限なるものによっ
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て貫かれる民主主義の実現を願うショーの社会観は政治政体の急進的な変革を目指すもの
ではなく、むしろロマン主義的であった。ここには、民主主義が神の子どもである一人ひ
とりの生きた精神として働く限り、個人の人格を基とし、誰もが差別なく権利を有し、自
立した生活と人間の変容を可能ならしめる社会観が示されている。

ガントレットは婦人参政権運動のモデルとしてウィラードとショーの両者を母心と犠
牲・奉仕という考えをもって受け容れ、福音主義信仰に基づく神の国の実現と国際平和を
目指した。すでにみたようにショーの美徳とガントレットの美徳理解との間にはズレがあ
り、ガントレットには家父長制において女性が従属へと追いやられる可能性のある美徳を
十分吟味することはなかった。しかしながら、ガントレットは1930年代後半の汎太平洋婦
人会議において、参加女性の間で平和を妨げる障害、国家間の疑念や嫌悪を取り除き、平
和の土台となる部分を改善するための教育の重要性を主張した。「平和のために考え、祈
り、生きる」人を育てることで民主主義社会へと向かうという教育の営みに、ショーと同
様の人間性信頼を置いた。課題研究や討論の場において異なる文化的民族的背景をもつ女
性たちが制度上の問題に関心を寄せ、人間の抑圧となり得る要因に多少なりとも気づきを
与えられたのは、母性原理のフェミニズムでも、社会主義思想でもなく、探究と批判的思
考を導くアメリカ哲学であった。ガントレットは戦争への脅威とイデオロギー化する国際
情勢の中で、公私の領域に介入する世論やプロパガンダの問題について人々が考え判断す
る重要性を認識共有した。会議が各国の政治的問題への具体的言及を避けたことから、ガ
ントレットの立場はパトリアキーの域を超えようとして、超えることのできない時代的限
界があった。
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American Methodist Women’s Feminism and 
Theological Thought:

Its Influence on the Japanese Woman in the First Half of the Twentieth Century

Hideko Omori

From the perspective of feminist theology, this study examines the theological thought 
of American Methodist women who promoted the social reform movement at the turn 
of the 20th century, and the enlightening campaign and peace movement of Japanese 
Christian women influenced by the reformers. Firstly, I clarify each feminist viewpoint 
of Frances E. Willard and Anna Howard Shaw, based on their own ideas on church, 
ministry, human nature, and society. Secondly, I identify Tsune Gauntlett’s standing on 
feminism by analyzing how Gauntlett wrote about the two women in Fujin Shimpo (The 

Woman’s Herald) in the 1920s and how women who participated in the Pan-Pacific 
Women’s Conference in the 1930s discussed women’s problems they faced.
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